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学学  ぶぶ  楽楽  しし  ささ  無無  限限  大大  ！！  
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Tel：0422-20-6340  Fax：0422-20-6341   http://www.jiyu-musashino.org/ 

 
◎平成 21 年度称号記授与式･･････････Ｐ.１～２   ◎後期寄付講座･･･････････････････････Ｐ.４～５ 
◎自由大学講座･････････････････････Ｐ.２～３  ◎大学公開講座・大学掲示板コーナー･･･Ｐ.６～７ 

◎五大学共同教養講座･･･････････････Ｐ.３～４  ◎事務局からのお知らせ･･･････････････Ｐ.８ 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  
 

〈称号記授与要件〉 

市民準学士：10 講座以上修了していること 

市民学士  ：20 講座以上修了していること 

市民修士  ：30 講座以上修了していること 

市民博士  ：50 講座以上修了していること 

※ 現在の講座数を知りたい場合は、自由大学事務局（0422－20－6340）

までお問い合わせください。 

 
******************************** 

平成 22 年３月 27 日(土)、亜細亜

大学にて称号記授与式が行われまし

た。 
 
平成 21年度は 5名の「市民博士」、

19 名の「市民修士」、21 名の「市民

学士」、29 名の「市民準学士」が誕

生し、31名の自由大学学生が称号記

授与式に参加しました。 
 
当日は長倉自由大学学長、武蔵野

地域五大学学長（日本獣医生命科学

大学は獣医学部長、武蔵野大学は副

学長）、市長、教育長が出席しました。 
******************************** 

 
窓が大きく、明るい会場での称号記授与式。会場にあたたかな日差しが差し込みます。 

自由大学長倉学長より挨拶。 
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■テーマ：古典文学逍遥、その２  

■講 師：林 望氏（作家、国文学者）  

■期 日：５月 2６日～８月１１日 水曜日（全５回） 

■時 間：午後２時～３時３０分（最終回は午後 2 時～５時） 

■場 所：武蔵野市民会館(市内境 2-3-7：武蔵境駅北口徒歩 5 分)   

■定 員：５０名（超えた場合は抽選）             

■締 切：5 月１４日（金）午後５時  ■受講料：無 料 

■申込み：自由大学事務局に電話またはホームページからお申込みください。 

電話 0422-20-6340 

HP  http://www.jiyu-musashino.org/（トップページ ⇒ 科目一覧「受講申込」） 
 

～事務局からのお知らせ～ 

称号記を自由大学事務局にてお渡しします 
 

授与式に欠席された方の「称号記」を武蔵野地域自由大学事務局で保管しています。当日、欠

席された方は、都合のよろしい時に事務局までお越しください（平日 午前 10時～午後５時）。 

****************************** 
懇 談 会 

第２部では懇談会会場へと場所

を移して、自由大学学長、五大学

学長、市長、教育長との懇談会を

行いました。普段なかなかお話す

る機会のない学長を囲み、大変和

やかな雰囲気の会となりました。 
 

****************************** 
 

当日欠席された方含め、74 名のみなさま、本当におめでとうございました！ 

←今回、会場を提

供いただいた亜細

亜大学小川春男

学長を囲んで。 

 

自由大学履修対象講座  

３回以上出席で 0.5 講座  
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＜日程＞ 

５月２６日/土佐日記、６月９日/徒然草、６月２３日/世阿弥、７月２８日/能、８月１１日/俳句 

 

＜講師より＞ 

昨年の『古典文学逍遥』に引き続き、今年も再び日本の古典文学の世界を、少しばかり逍遥して

みたい。今回は、土佐日記、徒然草、風姿花伝などを取り上げ、昨年とはまた一味違った世界を味

わってみる。教材等はすべてこちらで用意し、また、予習などもいっさい必要ない。ただ、こころ

を自由にして、あまり「勉強する」という意識でなく、文学の世界に「遊ぶ」というつもりで受講

されたらよいと思う。 
 

◆前回受講していない方も受けられます。   
 

 

 
 

 

 

 

平成９年から開催している講座で、五つの大学のキャンパスを４回ずつ全 20 回、順番に会場とします。各大

学の特色あるテーマで構成され、様々なテーマを幅広く学ぶことができる人気の講座です。ふるっての応募をお

待ちしております！ 
 

■対象：自由大学学生及び 18歳以上の市内在住・在学・在勤の方 

■定員：120 名（超えた場合は抽選） 

■費用：5,000 円（資料代） 
 

締   切 ： ５月 17 日(月)必着
‧‧

 

申込方法 ： 自由大学学生の方は電話またはﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからお申し込みください 
           電話 ０４２２－２０－６３４０  ＨＰ http://www.jiyu-musashino.org/ 
 

※全 20 回の連続講座です。一大学のみの受講はできません。 

 

 

日程・内容 ： 各土曜日 午後１時 30 分～３時 

回 月 日 テーマ 講 師 

「脳活動計測による障害者支援」           東 京 女 子 大 学 
1 ６月 ５日 神経難病患者のコミュニケーション支援 

2 ６月 12日 非侵襲計測で見る脳活動 

3 ６月 19日 ニューロンの活動 

4 ６月 26日 ブレイン･マシン－インタフェース 

内藤
ないとう

 正美
まさよし

（現代教養学部教授） 

 

「『仏陀と親鸞』－生涯と教えの対比－」          武 蔵 野 大 学 
5 ７月 10日 仏陀の生涯に学ぶ 

6 ７月 17日 仏陀の教えに学ぶ 

7 ７月 24日 親鸞の生涯に学ぶ 

8 ７月 31日 親鸞の教えに学ぶ 

山崎
やまざき

 龍
りゅう

明
みょう

（文学部教授） 

自由大学履修対象講座 
各大学２回以上、全体で15回以上

出席で１講座とカウントし、最終

回に修了証をお渡しします。 
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「江戸文人の旅と美味 － 柏木如亭『詩本草』の世界」     成 蹊 大  学 
9 ９月 ４日 柏木如亭の生涯と『詩本草』の成立 

10 ９月 11日 『詩本草』の世界（１） 酒・飯・蕎麦・蔬菜 

11 ９月 18日 『詩本草』の世界（２） 魚・貝いろいろ 

12 ９月 25日 
『詩本草』の世界（３） 京と江戸の味くらべ、

果物そのほか 

揖斐
い び

 高
たかし

（文学部教授） 

「食に知恵あり –安心とおいしさと健康の知的食生活をめざして-」日本獣医生命科学大学 

13 10 月 ２日 食から健康生活を ～農場から食卓まで～ 佐々木
さ さ き

 輝
てる

雄
お

（応用生命科学部教授） 

14 10 月 ９日 微生物と上手に付き合う知恵 藤澤
ふじさわ

 倫彦
ともひこ

（応用生命科学部教授） 

15 10 月 16 日 
食肉はなぜ好まれるか？ 

 -そのおいしさと食行動を考える- 松石
まついし

 昌
まさ

典
のり

（応用生命科学部教授） 

16 10 月 23 日 食品表示を読み解く知恵 麻生
あ そ う

 慶一
けいいち

（応用生命科学部教授） 

「記憶と観光」                         亜 細 亜 大 学 

17 11 月 ６日 
観光の転換点：マスツーリズムからオルタナティ

ブ・ツーリズムへ 
18 11 月 13 日 産業遺産と観光：複合遺産の登場 
19 11 月 20 日 戦争の記憶と観光：トラウマ・ツーリズム 
20 11 月 27 日 中国の紅色旅游（革命観光） 

高山
たかやま

 陽子
よ う こ

（国際関係学部講師） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 詳細は「自由大学通信(７月発行予定)」、７月１５日号市報に掲載します。下記内容は予定です。変更になる

場合もありますが、ご了承ください。 

  
■対象：武蔵野地域自由大学生及び 18歳以上の市内在住・在学・在勤の方 

■定員：各講座 50名（中近東文化センターは 100 名、超えた場合抽選） 

■費用：5,000 円（資料代） 

■受講決定後に必要なもの：顔写真・同意書・健康診断書（胸部レントゲン結果《写真不要》と総合

所見のある１年以内《平成 21年９月以降》のもの。武蔵野地域自由大学事務局に、左記条件に当て

はまるものを既に提出されている方は不要です。) 

※中近東文化センターはすべて提出不要 

 
 

◎ 亜細亜大学 ◎  自由大学履修対象講座：10回以上出席で１講座にカウント  
テ ー マ：「ＮＰＯ・市民活動と市民活動拠点のあり方」 

コーディネータ ー：栗田 充治（国際関係学部教授） 

期   間：平成 22年９月 28日～平成 23年１月 18日(全 14 回) 

曜日・時間：火曜日・午後２時 30分～4時 

日   程：９月 28日／10月５日・12日・19日・26日／11月９日・16日・23日・30日 

12 月７日・14日・21日／1月 11 日・18日 

内   容：「市民活動センター」と呼ばれる市民活動拠点のあり方をテーマとして取り上げ、近隣の

市民活動拠点を選んで、各々の理念、歴史と現状、課題を提示し、NPO・市民活動の健全

な発展のための拠点のあり方を考える。 
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武蔵野市のコミュニティ構想（第６期コミュニティ市民委員会報告をもとに）、知識創造

拠点としての図書館（武蔵野プレイスに期待すること）のテーマの他、取り上げるセン

ターは、桜堤コミュニティセンター、ボランティアセンター武蔵野、むさしのヒューマ

ンネットワークセンター、世田谷ボランティアセンター、調布市・市民プラザあくろす・

市民活動支援センター、三鷹市・市民協働センター、府中 NPO・ボランティア活動センタ

ー、武蔵野市・市民協働サロン、ひと・まち・情報創造館 武蔵野プレイス（市民ワー

クショップ実行準備会メンバーを予定）、の９施設。第 13回はまとめのワークショップ。

最終回は学習成果発表を予定。 

 

 

◎ 成蹊大学 ◎  自由大学履修対象講座：11回以上出席で１講座にカウント 

テ ー マ：「『美しかった国』へ」 

コーディネーター：浅見 和彦（文学部教授） 

期   間：平成 22年９月 30日～平成 23年１月 20日(全 15 回) 

曜日・時間：木曜日・午前 10時 40 分～12時 10 分 

日   程：９月 30日／10月 7日・14日・21日・28日／11月４日・11日・18日・25日 

12 月２日・９日・16日・23日／１月 13日・20日 

内   容：日本のクニを考える「美しかった国」へ。日本を含め、世界の状況はきわめて混迷、困

難な時代に入ってきている。戦争、環境、医療、教育など、どの分野にも難問がうず高

く積み上がっている。この現状に於いて、日本の特質をもう一度見極め、“和”の力を

認識し、当世に生かしていきたい。 

◆授業内容◆ 

日本の政治の現況、日本の景観、国際政治から見た日本、報道の現場から、地震国日本、 

日本の山と川と海、労働現場の諸問題、日本の古典文学を読もう、日本の歴史の造型美術、 

日本文学の特質、幼児教育の立場から、日本の音と環境など 

 

 
◎ 中近東文化センター ◎  自由大学履修対象講座：８回以上出席で１講座にカウント  

テ ー マ：「中近東の世界遺産－その神秘の歴史－」 

期   間：平成 22年 10 月 23 日～平成 23年２月 19日(全 11 回) 

曜日・時間：土曜日・午後１時 30分～３時 

 内   容： 中近東の世界遺産を現在の研究成果を基に、わかりやすく説明します。 
 

回 月 日 テ ー マ 講   師 

１ 10 月 23 日 エジプト、王家の谷 近藤 二郎（早稲田大学教授） 

２ 10 月 30 日 イラン、ペルセポリス 足立 拓朗（中近東文化センター研究員） 

３ 11 月 13 日 エジプト、ピラミッド 中野  智章（中部大学准教授） 

４ 11 月 27 日 トルコ、ボカズキョイ 吉田  大輔（中近東文化センター研究員） 

５ 12 月 ４日 イラン、イスファハン 岡野 智彦（中近東文化センター研究員） 

６ 12 月 11 日 アフガニスタン、バーミヤン 山内 和也（東京文化財研究所 室長） 

７ 12 月 18 日 ギリシア、パルテノン神殿 水田 徹（東京学芸大学名誉教授） 

８ １月 15日 ヨルダン、ペトラ 足立 拓朗（中近東文化センター研究員） 

９ １月 29日 パキスタン、モヘンジョ・ダロ 近藤 英夫（東海大学教授） 

10 ２月 12日 シリア、パルミア 
宮下  佐江子（古代オリエント博物館研究

員） 

11 ２月 19日 トルコ、トロイ 大村 幸弘（アナトリア考古学研究所所長） 
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          大学公開講座のご案内 
  

今回は、自由大学履修対象の３講座をご案内します。 

各講座とも事前申込み不要の無料講座です
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

。会場に直接ご来場ください。問合せは各大学へお願いします。 
 

 

 

● 日本獣医生命科学大学 前期総合文化講座 ● 
総合テーマ：「食品とはなんだろう」  
回 月 日 テーマ 講 師 

１ ５月 14日 
栄養という観点からの食品－特に魚

介類を中心として－ 
鈴木 平光（女子栄養大学実践栄養学科教授) 

２ ５月 28日 
機能性食品－健康維持のためにうま

く利用するには－ 
西村 敏英（食品科学科教授） 

３ ６月 ４日 
保存食品－冷凍食品の鮮度・味を安全

に食卓まで、その冷凍技術の進歩－ 

白石 真人 

（一般社団法人食感性コミュニケーションズ理事） 

４ ６月 11日 日本の伝統食品 小竹 佐知子（食品科学科准教授） 

■曜日・時間：金曜日・午後４時 20 分～６時 

■定  員：100 名（先着順） 

■問 合 せ：日本獣医生命科学大学 地域社会生涯学習委員会 Tel 0422-31-4151 

 

 

● 成蹊大学 前期公開講座 ● 

統一テーマ：「教養の扉 桃李成蹊の新時代」 

回 月 日 演 題 講 師 

１ ５月 15日 学校システムと教養教育 北川 浩（経済学部教授） 

２ ５月 29日 科学的に考える：熱と光の科学 伊藤 郁夫（理工学部教授） 

３ ６月５日 英国民に愛される詩 山田 崇人（法学部教授） 

４ ６月 12日 源氏物語の表現－物語にとって場面とは何か－ 木谷 眞理子（文学部准教授） 
 

■曜日・時間：土曜日・午後１時 30 分～３時 30分 

■問 合 せ：成蹊大学 企画運営課 Tel 0422-37-3531 

 

 

● 武蔵野大学 日曜講演会 ● 
 

回 月 日 講 題 講 師 

第 520 回 ５月 16日 親鸞と私 新保 哲(文化女子大学教授) 

第 521 回 ６月 20日 

光源氏の栄華と応報 

－密教曼荼羅と阿闍世王物語との

交渉－ 

中 哲裕（冨山県立大学教授・同付属図書館館長） 

第 522 回 ７月 18日 
生きて浄土を体験する 

－死を恐れないために－ 
加藤 智見（東京工芸大学名誉教授） 

第 523 回 ９月 19日 親鸞の息子善鸞の評価を考え直す 今井 雅晴(筑波大学名誉教授) 

第 524 回 10月17日 
譬喩に学ぶ 
－仏典の中より－ 

大田 利生（龍谷大学文学部教授） 

第 525 回 11月21日 世のなか安穏なれ 北塔 光昇（本願寺派勧学・正光寺住職） 

第 526 回 12月19日 
足の裏の声を聞くために 

－唯識思想と認知科学－ 
司馬 春英（大正大学教授） 

自由大学履修対象講座 
７回以上出席で１講座 

自由大学履修対象講座 
３回以上出席で 0.5 講座 

自由大学履修対象講座 ３回以上出席で 0.5講座 

■会  場：成蹊大学８号館 101 室 
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第 527 回 １月９日 能と仏教 羽田 昶（武蔵野大学文学部教授） 

第 528 回 ２月 20日 日本政治の見方 寺崎 修（武蔵野大学学長） 
  

■曜日・時間：日曜日・午前 10時～11時 30 分 

■問 合 せ：武蔵野大学 総務課 Tel 042-468-3114 

 

 

 

 

 

 
 

 

◇ 日本獣医生命科学大学 遊学講座 ◇ 
 
■会 場：日本獣医生命科学大学 *教室は当日掲示します。 

■申込み：不要。当日直接会場へお越しください。 

■費 用：無料。 

■問合せ：日本獣医生命科学大学 地域社会生涯学習委員会 Tel 0422-31-4151 

 

時 間 【第 28回】５月７日(金) 【第 29回】６月 18日(金) 【第 30回】７月９日(金) 

午後２時 

～３時 

生殖補助技術とその利用 

－ハタネズミ編－ 

/講師：岡田 幸之助 

魚のストレスを診断できる

か？－新たな病気予防の取り

組み－/講師：倉田 修 

腸の健康は赤ちゃんの時から 

－腸内細菌の定着と腸内環境

の変化について－/講師：大橋 

雄二 

午後３時 10 分

～４時 10分 

犬猫の心臓病と腎臓病－大学

病院でやっていること･感じ

ていること－/教授：竹村 直

行 

骨から学ぶ動物の身体 －な

ぜネコはイヌより木登りが上

手なのか？－/講師：大石 元

治  

食肉のおいしさは香りが決め

手/講師：松石 昌典 

 
 
 
◇ 亜細亜大学アジア研究所 第 30 回公開講座 ◇ 

テーマ：「グローバル化と変容するアジア」 

回 月 日 演 題 講 師 

１ ６月５日 動くモンゴル社会－変わるものと変わらないもの 鯉渕 信一（亜細亜大学元学長） 

２ ６月 12日 国際化に揺れる「学歴社会＝韓国」の家族の行方 金柄 徹（国際関係学部教授） 

３ ６月 19日 旧領地の逆襲、インド版クリケットの席巻から見えること 
関口 真理（亜細亜大学非常勤講

師） 

４ ６月 26日 台頭するインドネシアの新中間層とイスラーム 
倉沢 愛子(慶応義塾大学経済学部

教授） 

５ ７月３日 改革開放 30年の検証：台頭する中国の法文化ルネサンス 
范云涛(アジア・国際経営戦略研究

科教授） 
 

■曜日・時間：土曜日・午後２時～３時 45 分 

■定員  ：300 名               ■受講料：3,000 円（全５回一括） 

■問 合 せ：亜細亜大学 総合企画部学務課 Tel 0422-36-3172 

 
 
 
 
 

⇒ ここに掲載されている講座は自由大学履修対象 

講座ではありませんのでご注意ください 

■会  場：武蔵野大学５号館(グリーンホール) 

 

大学掲示板ｺｰﾅｰ 

■会 場：亜細亜大学 ２号館 200教室 
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 現在、武蔵境駅南口では「ひと・まち・情報 創造館 武蔵野プレイス」が建設中ですが、吉

祥寺のTKビル8階にある自由大学交流センターの機能が平成23年 7月の武蔵野プレイスの開館

に伴って、同館内に移転する予定です。 

武蔵野プレイスは図書館機能、生涯学習支援機能、市民活動支援機能、青少年活動支援機能の

４機能を持つ複合機能施設で、図書館としては 14 万 5 千冊の所蔵が可能なほか、自習のできる

スタディーコーナーなどがありますので、自由大学生の皆様にとりましても調べものや学習がし

やすい環境となります。 

施設の管理運営は財団法人武蔵野生涯学習振興事業団が指定管理者として行います。 

 自由大学の内容には大きな変更はありませんが、履修受付等、事務手続きの方法が変わる部分

が出て参ります。それらの変更点につきましては、今後、随時皆様にご連絡をさしあげます。 
 
 
～プレイスに関するお問い合わせは下記まで～ 
 

武蔵野プレイス開設準備室 
Tel 0422－60－1943 

  
 
    健康診断書について 
 

 大学正規科目履修受付（２月）や、寄付講座受講（３月、９月頃）の際に健康診断書を提出い

ただいています。これは、学生と同じ教室で受講するにあたって結核の有無と健康状態を確認す

るためです。ご理解をお願いいたします。なお、健康診断書は、受講受付時から１年以内に受診

した各市・区の健診や会社等の健康診断結果の写し（胸部レントゲン結果と総合所見があるもの）

をもって代えることができます。 
 
 

       武蔵野地域自由大学事務局 (交流センター内)           
 

〒180‐0004  武蔵野市吉祥寺本町２－５－１０ 

   ＴＫ吉祥寺ビル８階  <吉祥寺駅北口徒歩７分> 

 Ｔｅｌ  ０４２２－２０－６３４０ 

Fax  ０４２２－２０－６３４１ 

        平日 午前１０時～午後５時 

E-mail j iyu-musashino@nifty.com  


